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「地域に根差した医療を」 

医療法人社団紫苑会  理事長 田中 博 

医療法人社団紫苑会広報誌「しおん」発行に際し一言ご挨拶申し上げます。  
ここ富士市鷹岡の地に田中クリニックを作ってから早いもので２３年が経過致しまし

た。その後、平成９年に社会福祉法人博美会を設立、ケアハウス富士の里を作りました。

平成１３年には、医療法人社団紫苑会を設立、いきいきリハビリテーション病院を開院

させて戴き現在に至りますが、一貫して地域医療に対する想いは２３年前と変わってお

りません。「あなたを支えたい、そして笑顔に出会いたい」という法人理念のもと、地域

に暮らすすべての人たちが、安心して健康な社会生活が営めるよう、急性期から慢性期

診療に至るまで継続的な切れ目のない医療を提供できるようこれからも邁進したいと考

えております。まだまだ未熟ではございますが、２３年の歳月をかけ何とか地域の皆様

に存在を認めて戴ける医療機関になれたのではないかと思っています。  
今回は、地域の皆様により紫苑会を知って戴くべく、長年の夢でもあった広報誌を発

行させて戴く事となりました。この広報誌を通じて、皆様にお伝えしたい事やお伝えし

なければならない事は沢山ありますが、気取った事も難しい事も書くつもりはありませ

ん。皆様に気軽に読んで戴ける広報誌となればと思っております。この広報誌を通じて、

皆様には当法人の持つ様々な資源をお伝えできる事のみならず、私どもの医療に対する

熱い思いもお伝え出来たら嬉しく思っています。また、当法人を支えてくれている職員

には、法人の理念や考えを再確認する場として読んで貰えたらと考えております。  
今後とも、皆様からのさらなるご支援とご協力をお願いすると共に「しおん」もご愛

読戴ければ幸いです。  
 

しし  おお  んん  だだ  よよ  りり  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「広報誌刊行によせて」 

いきいきリハビリテーション病院長 幸 治 敏 興                                     
 
ひ と が 幸 せ に 生 き る こ と を 懸 命 に 考 え な け れ ば な ら な い 寒 い 北 国 の お は な し で

す。外は凍て つく世界で もお部屋 の中 はホカホカで 、温かいこ とが最高の ご 馳走な

のです。犬橇 の鈴のよう にタイヤ チェ ーンの音を響 かせて走る 車も時に積 も った雪

に足を取られ 動けなくな ることが あり ます。吹雪の 中で立ち往 生し、燃料 切 れにな

ると凍死しま す。タイヤ がスリッ プし 動けなくなっ た音を聞く と近所の人 々 が家か

ら飛び出して きて、人力 で埋まっ た車 を押し出すの です。たと え雪の激し い 夜中で

も、勿論、見 ず知らずの 人にでも 。こ うして人の知 恵をいかん なく発揮し 、 力を合

わせ厳しい冬をしのぎます。  
私どもの「い きいきリ ハビリテ ーショ ン病院」でも 師走恒例 の患者さ んによ るハ

ンドベルコン サートが企 画され、 演奏 目録の「きよ しこの夜」 をけんめい に 奏でよ

うとしていま す。助っ人 が他の楽 器で メロディを伴 奏してくれ なければク リ スマス

賛歌とは思っ てもらえな いレベル です が、職員の考 えと行動は 目から鱗の 落 ちる思

いなのです。このコンサートを社会一般に理解されている音楽演奏とは考えず「各々

の患者さんが ハンドベル と一緒に 歌を 口ずさんで楽 しむ」と職 員は認識し 、 この目

的に向けて努 力していま した。穏 やか にクリスマス キャロルを 奏でる患者 さ んの眼

差しに心の安 らぎと職員 の優しさ への 感謝をみつけ ました。ひ やひやした 「 きよし

この夜」をま とめた職員 の熱意と 努力 がどんなに素 晴らしい効 果を奏でる か 示して

いただきまし た。リハビ リテーシ ョン 分野を黎明期 から見てい ますと現在 は 円熟期

に入らんとしているのかなと感じます。  
 北海道の太 平洋側はと ても霧が 濃い 地域です。陸 地にいても 濃霧に巻か れ ると霧

笛の音が方角 を定める頼 りなりま す。 室蘭に住んで いたころ、 コートがし っ かり濡

れるほどの濃 霧の中を霧 笛を聞き なが ら勤務病院に 急いだこと を思い出し ま す。最

近、方位探査 がＩＴに切 り替わり 霧笛 が無くなりま した。便利 かもしれま せ んが五

感を使わなく なり人間と しての感 性が 衰えはしない か心配にな りますが、 今 回のハ

ンドベルの件は当院の職員が心を働かせて業務していることを教えてくれ、安心と、

この職場の一 員として従 事してい る誇 りを感じます 。そして益 々の発展と 円 熟を信

じます。  
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           

 

～～河河合合秀秀彦彦先先生生よよりり～～  

ふじの町クリニック・健診センターの河合です。  
医療法人社団紫苑会いきいきリハビリテーション病院には 3 年間お世話になりま

した。  
その中で、患者さんの疾患管理はもちろんのこと、疾患予防やその後の生活を含め

た幅広い視野で患者さんのケアをしていかなければならないリハビリ医の役割を

現場の中でいろいろ勉強させていただきました。疾患管理や予防は、これからの医

療の要となってゆくことを感じています。  
富士富士宮地域の急性期医療から回復期維持期、在宅にむけて幅広いケアをおこな

って貴施設に敬意を表します。今後とも、富士富士宮地域住民に愛される施設づく

りをめざしながら、大きく発展されることを祈っております。  
 

～～山山本本竜竜隆隆先先生生よよりり～～  

広報誌発行おめでとうございます。田中

博理事長の実践してこられた医療、そし

て医療観や理念を、より多くの方々に知

っていただくために、今回の発刊はたい

へん意義があると思います。  
 さて私 と富 士宮や 朝霧高 原と の関わ

りですが、富士セラミックス様や大一セ

ラ ム様に おけ る産業 医活動 が始 まりま

した。そして医療法人社団紫苑会の一員

として、私の富士医療圏での日常診療が

スタート、朝霧高原診療所においては地

域で約 50 年ぶりの医療機関開設となり

ました。 現在、地域住民の一人として、

一 人の医 師と して日 々の生 活を 送って

います。これからも地域貢献や地域医療

の充実のため、入院施設やさまざまな高

度医療機器、リハビリなどが充実してい

る 紫苑会 との 連携を お願い する ととも

に、広報誌発刊のお祝いの言葉とさせて

いただきます。   
 

 

 
 
 
 
 

広広報報誌誌創創刊刊号号をを発発行行ににすするるににああたたりり、、  
退退職職さされれたた河河合合秀秀彦彦先先生生・・山山本本竜竜隆隆先先生生よよりり  

おお祝祝いいのの言言葉葉ををいいたただだききままししたた。。  
おお忙忙ししいい中中どどううももあありりががととううごござざいいままししたた。。  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【【いいききいいききリリハハビビリリテテーーシショョンン病病院院  外外来来予予定定】】リリハハビビリリテテーーシショョンン科科・・整整形形外外科科  
 月 火 水 木 金 土 

午前 ○ ○ ○ ○ ○ 休診 

午後 △ ○ ○ ○ ○ 休診 

（△）月曜日の午後は整形外科外来は休診となります 
 

【【田田中中ククリリニニッックク  外外来来予予定定】】内内科科・・循循環環器器科科・・神神経経内内科科・・呼呼吸吸器器内内科科・・消消化化器器科科  
 月 火 水 木 金 土 

午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後 ○ ○ ○ 休診 ○ 休診 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 

平成 24 年 1 月発行 創刊号  発行責任者 理事長 田中博 

 

広広報報委委員員会会がが活活動動をを開開始始ししままししたた！！！！  

昨年９月に法人の広報委員会が立ち上がりました。  
主な活動は、法人パンフレット及び広報誌の作成、  
ホームページの管理等となっています。昨年末には  
新しい法人パンフレットも完成しました。  
今後、地域の皆様に様々な情報の発信を行っていき、  
お役にたてる広報誌を目指していきたいと思ってい  
ます。お読みいただく皆様からも「こんな情報が欲  
しい」等のご要望などがありましたらご連絡いただ  
ければと思います。  
身近な広報誌になれるように委員一同頑張って  
いきます。  

 

医療法人社団 紫 苑 会 
いきいきリハビリテーション病院         田中クリニック 
                        田中クリニック健診センター 

〒４１９－０２０５ 静岡県富士市天間１６４０－１    〒４１９－０２０２ 静岡県富士市久沢１６５２－１ 
TEL ０５４５－７３－１９１９          TEL ０５４５－７１－０１６０ 
FAX ０５４５－７３－１９１６          FAX ０５４５－７１－０９５０ 

   フリーダイヤル：0120-191-719 
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新しい法人パンフレット 


